
灘
と
實
有
的
有
及
無

733

　　

@　

@一

期
出
．
に
込
醐
女
「
有
無
の
關
係
潔
い
の
し
」
ハ
趨
纏
第
）
に
於
し
、

筆
考
は
錐
者
の
所
謂
直
接
縄
験
詮
の
立
場
か
ら
、
有
無
の
關
係
を

考
察
し
、
實
有
的
有
恩
無
の
思
想
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
が
、
今

此
彪
に
は
・
て
の
奥
的
態
摺
付
け
と
し
て
、
こ
れ
を
灘
の
有
無
患
想

と
比
校
し
て
、
そ
の
開
の
翻
係
を
見
覆
い
と
謂
ふ
。
と
喬
ふ
の
は

知
ら
る
、
博
く
、
灘
は
有
無
を
主
問
題
と
す
る
佛
教
の
中
に
断
て

も
、
方
法
的
に
最
も
直
接
緯
．
験
的
で
あ
り
、
ま
彊
教
旨
（
或
は
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

旨
）
上
も
無
を
二
軸
（
中
心
要
鴇
）
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
從
っ

て
繭
論
文
と
は
最
も
近
接
の
關
係
に
立
つ
（
と
考
へ
ら
れ
る
）
か
ら

で
あ
る
。
偏
し
て
君
・
幽
迄
も
無
く
、
繹
に
は
方
法
（
修
）
と
し
て
の

繹
（
廓
ち
三
學
六
度
の
一
と
し
て
の
輝
定
）
と
謹
郎
ち
教
旨
み
こ
て

の
繹
（
　
、
輝
と
は
佛
心
な
り
し
な
ど
需
・
幽
場
合
の
灘
）
と
の
二
義
が
あ

灘
と
費
麿
的
麿
及
無

上

田

大

助

る
の
で
あ
る
が
、
髭
慮
に
周
題
と
せ
ら
る
べ
き
も
の
は
霊
と
し
て

後
者
郷
ち
繹
の
教
旨
内
容
で
あ
っ
て
、
前
者
郎
ち
方
法
と
し
て
の
・

灘
は
唯
こ
れ
に
繭
係
す
る
限
り
、
附
随
的
に
考
察
す
れ
ば
充
分
で

あ
・
ら
・
り
と
考
へ
・
ら
れ
る
。
郎
ち
太
込
搬
器
は
晶
醐
弥
醐
｛
久
の
纏
醗
桶
（
或
は

補
説
）
と
し
て
灘
の
要
旨
強
る
無
思
想
を
瞼
賢
し
、
前
論
文
の
所

謂
賢
聖
的
有
及
無
が
こ
れ
に
含
ま
る
Σ
か
否
か
を
漏
し
、
併
せ
て

此
此
に
關
し
て
灘
と
｛
、
教
」
と
の
嗣
異
を
出
講
考
察
せ
ん
と
欲
す
る

の
で
あ
．
る
。

＠o
哲
箪
研
究
簾
二
二
七
號
及
哲
認
礫
誌
第
五
六
九
雛

一一

ﾓ輝

ﾃ
法
の
侶
周
ハ
「
本
來
鰯
…
｝
物
」
）
又
「
我
此
法
門
以
磁
…
爲
本
」
、
　
・
氷

嘉
大
師
灘
胆
漕
～
聯
琳
、
黄
難
㎝
雄
心
法
要
、
趙
西
川
の
郵
州
、
常
漉
碑
大
師
十
灘
桶

勅
間
奏
錯
（
第
十
間
）
、
腐
隠
灘
師
潅
重
安
釜
（
閥
）
等
々
Q

　
触

知
誰
灘
の
無
思
想
に
就
い
て
何
よ
り
も
先
づ
最
初
に
油
意
せ
ら

八
七



ω義

暫
學
研
腕
　
第
瓢
翼
八
十
號

る
、
事
は
、
狸
、
塾
の
、
蕎
定
化
L
（
砒
建
議
蕪
い
》
ほ

異
り
、
一
切
諸
法
（
一
切
の
国
憲
が
常
に
無
（
皆
無
）
に
鯨
す
る
こ

と
、
ま
塩
浜
（
皆
無
）
か
ら
順
法
（
有
）
が
畠
現
す
る
こ
と
を
認
む
る

こ
と
で
あ
る
，
郭
ち
郡
は
（
直
接
に
よ
）
一
切
諸
法
郎
ち
有
の
奈
艦

が
不
噺
に
無
よ
⇔
有
に
、
有
よ
り
無
に
、
流
悪
流
入
し
つ
Σ
あ
る

こ
と
を
認
む
る
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
瀕
し
て
こ
の
事
は
旗
録

（
と
鴛
っ
て
も
六
灘
以
後
）
の
到
る
麗
に
極
め
て
明
瞭
に
見
蔑
す
こ

と
が
那
継
る
の
で
あ
る
，
今
試
み
に
こ
れ
を
需
表
す
る
二
三
の
章

句
を
墨
赤
す
れ
ば
、
六
租
壇
緯
に
は
「
皆
下
れ
本
心
萬
種
の
法
を

生
す
、
故
に
経
に
云
は
く
、
心
生
す
れ
ば
錘
ヵ
の
法
生
、
じ
心
減
す

れ
ば
種
々
の
法
減
す
と
」
と
あ
り
、
黄
薄
徳
心
法
要
に
は
「
謂
は
ゆ

る
心
地
の
法
門
と
は
萬
法
面
跳
心
に
依
っ
て
建
立
す
、
境
に
遇
へ

ば
師
ち
右
、
笹
な
け
れ
ば
灘
ち
無
な
り
」
、
「
心
忘
す
れ
ば
即
ち
境

察
な
り
、
境
室
な
れ
ば
即
ち
心
減
す
」
、
「
概
陣
云
く
弾
性
心
地
藏
、

頭
無
く
亦
尾
無
し
、
縁
に
癒
じ
て
物
を
化
す
、
方
便
し
て
呼
ん
で

智
と
な
す
、
若
し
糠
に
藤
ぜ
ざ
る
時
は
其
有
無
を
言
・
謝
べ
か
ら
す
、

疋
に
恋
す
る
の
臨
も
亦
古
跡
無
し
、
、
齪
に
此
の
如
く
な
る
こ
と
を

知
っ
て
癩
介
但
無
中
に
向
っ
て
棲
毒
す
る
郭
ち
是
講
佛
の
路
を
行

蝋

八
八

、
勘
な
⇔
去
々
L
等
、
臨
濾
録
に
は
【
、
我
諸
法
の
察
翻
な
る
を
見
る

に
、
愛
す
れ
ば
節
ち
有
、
幾
ぜ
瀞
，
隔
れ
ば
郎
ち
無
、
三
界
唯
心
萬
法

唯
識
、
所
以
に
夢
幻
塞
華
何
ぞ
把
捉
を
卜
せ
ん
」
、
「
転
生
す
れ
ば

種
々
の
法
生
す
、
心
滅
す
れ
ば
種
々
の
法
滅
す
、
　
一
心
歳
ぜ
ざ
れ

ば
萬
法
に
縫
な
し
、
世
と
瀦
世
と
無
佛
無
法
亦
現
蘭
せ
す
亦
曾
て

　
　
　
　
①

失
せ
す
云
々
」
、
道
元
輝
師
「
ひ
と
た
び
察
華
や
み
な
ば
、
さ
ら
に

あ
る
べ
か
ら
す
と
お
も
ふ
は
、
小
乗
の
見
解
な
り
、
察
警
み
え
ざ

ら
ん
と
き
は
、
な
に
に
て
あ
る
べ
き
ぞ
。
有
望
塞
華
は
鼠
輩
と
な

る
べ
し
と
の
み
し
り
て
、
塞
華
の
の
ち
の
大
事
を
し
ら
す
．
察
華

の
種
超
脱
を
し
、
b
す
云
々
り
」
（
正
法
眼
識
察
華
）
等
々
。
（
「
水
月
の

道
場
に
坐
し
て
、
華
華
の
萬
行
を
修
す
」
な
ど
の
語
も
亦
恐
ら
く

こ
の
意
味
に
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
と
患
ふ
。
話
し
藪
に
輝
の

転
語
は
常
に
蝉
上
の
意
味
を
有
す
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、

後
に
も
述
ぶ
る
響
く
室
の
意
味
に
用
ひ
ら
る
・
場
合
も
甚
だ
多

い
。
．
ま
九
一
種
比
喩
的
に
用
ひ
ら
る
・
場
合
も
少
く
な
い
で
あ
ら

う
。
然
し
上
記
引
照
の
癩
き
は
纂
に
文
字
通
⇔
の
無
償
は
無
下
を

意
味
一
。
る
象
、
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
）
弼
し
て
か
く

の
聡
き
無
思
想
は
言
、
論
迄
も
無
く
、
「
霞
指
人
心
、
見
性
成
彿
」
と



鶏

言
、
幽
直
接
経
験
的
方
注
か
ら
の
必
然
的
な
結
果
で
あ
っ
て
、
既
に

…、

ﾝ
汰
は
唯
心
一
で
あ
◇
、
而
か
も
そ
の
心
が
一
、
過
去
心
不
可
得
、

現
象
心
．
不
可
得
、
未
聾
心
不
可
得
し
で
あ
り
、
ま
允
「
慮
無
所
住
薦

盤
魚
心
」
と
胃
は
る
・
如
く
、
生
滅
愛
紀
常
無
き
も
の
で
あ
る
以

上
、
萬
江
が
心
と
共
に
或
は
無
（
皆
無
）
に
直
し
或
は
無
（
皆
無
）
よ

り
嵩
現
し
來
る
と
せ
ら
る
＼
こ
と
は
必
當
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
考
ヘ
ノ
リ
れ
る
。
（
．
｝
巡
聯
戸
山
ハ
勲
は
「
憾
無
｛
所
体
燦
哺
塩
雀
共
・
む
」
の
甑
麟
に

よ
っ
て
大
悟
せ
ら
れ
允
と
言
は
る
＼
の
で
あ
る
が
、
聾
し
こ
れ
に

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

よ
っ
て
灘
の
要
旨
（
上
．
記
の
）
を
幅
ら
れ
九
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
は

　
　
　
　
　
へ
　
み
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
へ

そ
の
、
心
」
を
唯
心
論
的
難
解
さ
れ
・
鵬
に
罷
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
考
へ
ら
れ
る
。
古
來
灘
の
大
成
者
は
六
職
で
あ
る
と
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
は
恐
ら
く
灘
の
無
思
想
を
始
め
て
完
全
に

…
樹
立
せ
ら
れ
「
岩
に
山
る
も
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。
藩
磨
の

四
行
観
、
三
羅
の
揺
心
銘
、
乃
至
傅
窮
の
心
掛
、
噛
癖
に
於
て
は
無

恩
惣
は
明
か
に
認
む
る
・
Σ
は
錦
來
な
い
。
，
此
意
味
に
於
で
、
吾
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

い
鳳
教
に
B
内
堀
爵
夢
の
…
開
す
二
⇔
限
・
0
み
ハ
撒
胤
φ
蟹
…
以
て
鋸
∫
つ
調
製
の
マ
斜
始
者
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

す
が
或
は
適
當
で
は
な
い
か
と
考
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
）
…
，
教
」
（
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
を
　
　
ゑ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

台
囎
嚴
）
沙
常
に
寓
法
唯
心
の
右
的
叢
論
の
み
に
注
意
し
、
こ
れ

髄
州
騨
と
至
恩
菌
窯
聡
及
鎌
州

を
（
そ
の
「
右
」
を
）
答
観
的
．
」
5
一
心
」
，
㎜
、
無
難
一
心
」
と
し
て
形
蒲

走
し
、
㎜
、
岡
定
化
L
（
備
罐
す
る
疑
し
の
し
、
灘
は
直
葉
綱

な
経
験
に
美
き
、
そ
の
心
の
（
高
潔
と
共
に
）
無
に
申
し
ま
彊
無
よ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

O
塗
じ
贈
る
事
費
を
如
實
あ
り
の
ま
・
に
観
察
鞭
卜
す
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

る
．
齢
ち
縄
は
自
己
直
接
の
心
（
「
経
験
」
一
叢
資
在
）
の
生
滅
に
湛

へ
　
へ
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

醸
す
る
と
共
に
、
こ
れ
を
以
て
直
に
「
宇
宙
」
の
生
滅
（
流
患
流
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ツ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
な
す
の
で
あ
る
、
、
（
こ
の
意
味
に
於
て
灘
は
豫
博
論
の
最
も
徹

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

底
せ
る
も
の
で
あ
る
と
言
・
寒
き
で
あ
ら
う
，
鐸
に
於
て
は
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
・
如
く
、
坐
中
の
無
的
髄
験
が
重
観
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

は
恐
ら
く
こ
れ
を
宥
の
如
く
本
艦
論
的
一
宇
宙
論
的
意
義
に
解
す

る
に
象
る
か
ら
で
あ
る
と
患
、
幽
．
元
よ
O
僚
始
佛
教
等
に
撃
て
も

無
的
艦
験
が
注
意
せ
ら
れ
、
ま
江
或
程
度
に
豊
里
せ
ら
れ
て
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

く
は
な
い
の
で
あ
．
る
け
れ
ど
も
、
未
だ
後
世
の
輝
き
獲
達
せ
る
唯

心
論
の
嵩
現
を
見
な
い
以
繭
で
あ
る
か
ら
、
払
い
の
無
的
膿
験
も
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

く
は
腱
特
殊
な
心
角
彫
或
は
経
験
と
し
て
多
く
入
趣
論
趣
意
唾
に

ヘ
　
　
へ

の
み
解
さ
れ
、
縄
に
於
け
る
が
錦
き
深
い
本
竪
蔀
的
宇
宙
論
的
意

味
は
未
だ
充
分
認
識
せ
ら
れ
な
か
つ
申
∵
㍉
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら

　
　
　
　
⑤

れ
る
の
で
あ
る
。
支
沸
に
於
て
は
懸
隔
の
無
説
が
あ
の
竪
町
教
に

八
九
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欝
學
研
魔
　
薦
二
冨
八
十
號

も
五
條
説
の
如
き
も
の
を
高
し
て
る
る
の
で
あ
る
が
、
印
度
に
於

て
は
高
論
交
如
露
の
無
く
奥
義
書
獄
後
は
有
が
「
画
定
化
」
壷
ゆ
」
れ

て
、
［
、
天
地
の
初
め
に
無
が
あ
り
、
無
か
ら
盛
物
を
生
じ
沁
」
と
す

る
開
縄
説
は
跡
を
断
っ
て
る
る
の
で
あ
る
。
）
か
く
教
は
有
を
（
「
宇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

宙
一
心
」
と
し
て
）
「
陸
餌
定
鮎
」
し
、
實
在
を
雷
は
ゴ
篤
農
的
に
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
や
　
あ

に
反
し
て
、
藤
は
こ
れ
に
無
の
次
…
鴻
を
加
へ
て
立
像
的
に
見
る
。

（
從
っ
て
数
の
黒
頭
観
は
淺
く
灘
の
そ
れ
は
深
い
。
）
元
よ
り
教
に

於
て
も
無
が
あ
り
、
有
無
の
愛
化
が
認
め
ら
れ
る
。
然
し
そ
の
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

は
常
に
心
に
よ
っ
て
傭
ら
れ
て
る
る
無
で
あ
り
、
心
の
内
に
あ
る

無
で
あ
る
。
有
無
の
礎
化
も
亦
常
に
心
の
内
に
行
は
る
・
の
で
あ

る
パ
心
を
絶
し
、
膚
を
絶
し
汽
無
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
）
の
み
な

ら
す
教
は
常
に
有
を
問
題
と
し
又
そ
の
礎
化
を
問
題
と
す
る
、
．
然

し
朱
だ
無
を
（
そ
れ
と
し
て
）
鯨
の
否
殆
ど
陶
題
と
し
な
い
。
（
知
ら

る
・
錦
く
天
台
の
童
題
は
三
諦
園
融
一
念
三
千
で
あ
り
、
華
嚴
の

餌
楠
丘
B
は
－
γ
か
畷
縁
部
嶋
山
ハ
粗
闇
…
融
で
あ
”
ゆ
○
）
然
る
に
糊
罪
は
総
ぴ
ぜ
…
間
図
題
と

す
る
Q
心
の
（
一
全
館
と
し
て
の
）
無
化
右
化
を
問
題
と
す
る
（
コ

与
奪
起
斑
繭
」
、
フ
墜
佛
未
分
以
前
し
が
問
題
と
せ
ら
れ
る
）
．
u
故
に

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

其
庭
に
は
心
を
超
ゆ
る
よ
の
高
き
次
元
（
境
地
）
が
認
め
ら
る
・
の

九
〇

で
あ
る
。
教
に
於
て
は
「
萬
法
一
心
に
麟
す
」
と
言
は
こ
て
れ
で

叢
き
る
の
で
あ
る
が
、
灘
は
斑
に
一
歩
を
進
め
て
「
一
心
何
回
に

　
　
⑥

か
激
す
」
と
陶
ひ
、
無
を
獄
て
こ
れ
に
答
ふ
る
こ
と
が
廊
來
る
の

で
あ
る
。
（
天
堂
正
豊
が
「
手
を
鎌
て
一
墨
黒
を
擁
し
、
之
を
呈
し

て
ま
た
後
へ
に
無
向
す
」
と
あ
る
は
或
は
か
・
る
事
を
意
味
す
る

も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
）
故
に
同
じ
く
沸
挫
と
樗
し
て
も
、
教
の

は
有
的
一
心
で
あ
り
、
騨
の
は
心
（
膚
的
心
）
を
超
ゆ
る
よ
り
深
き

實
在
で
あ
る
。
（
同
じ
く
「
諸
法
麟
　
」
と
灘
…
す
る
も
、
そ
の
「
一
」
は

教
で
は
…
心
で
あ
り
．
灘
で
は
一
心
を
超
ゆ
る
無
的
鍵
盤
で
あ

る
。
灘
に
於
て
も
臨
に
こ
れ
が
心
の
語
を
以
て
呼
ば
れ
る
こ
と
が

あ
る
け
〉
れ
ど
も
、
数
約
一
心
と
は
充
分
明
か
に
ぽ
髄
浴
し
得
ら
れ
る

　
　
　
①

の
で
あ
る
。
）

　
以
上
遽
ぶ
る
が
如
く
灘
に
は
冶
を
絶
す
る
無
の
思
想
ガ
あ
っ

て
、
こ
れ
に
よ
つ
て
教
と
灘
と
は
明
か
に
糖
異
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
不
実
古
壷
漿
に
「
、
教
鐸
一
致
し
が
叫
ば

れ
來
っ
て
居
る
の
は
如
何
な
る
理
晦
に
よ
る
も
の
で
あ
・
b
う
か
。

こ
れ
に
無
し
て
墨
入
は
次
の
如
き
解
繹
を
下
し
瞬
く
思
．
幽
の
で
あ
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る
。
郎
ち
鐸
家
に
は
二
類
の
入
が
あ
っ
て
、
そ
の
第
一
類
は
毫
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

右
の
如
き
鐸
の
無
的
特
色
を
認
識
す
る
事
な
く
、
脚
の
教
旨
を
以

　
あ
　
　
へ

て
登
く
致
と
岡
一
と
し
、
教
と
の
糊
異
を
唯
そ
の
實
学
的
方
面
（
方

法
と
し
て
の
坐
繹
の
修
養
工
夫
或
は
輝
機
の
活
用
等
）
或
は
表
現

の
方
法
等
に
嘗
て
の
み
認
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
、
古
代
に
は

圭
災
瀞
人
）
の
軽
き
が
こ
れ
で
あ
り
、
現
代
の
人
と
長
し
集
村

凄
（
麟
璽
、
忽
諸
隻
（
離
罫
書
穫
）
、
幽
門
法

（
羅
）
等
の
濡
が
こ
れ
で
蒙
（
以
墨
取
も
農
な
る
も
の
、

み
を
蘂
ぐ
）
、
今
試
み
に
忽
滑
谷
快
天
氏
「
道
元
縄
師
の
争
奪
論
」

（畷

刀j
ｰ
る
に
「
茸
の
編
の
摂
関
な
る
本
塁
は
禦

と
云
へ
ば
私
は
一
口
に
宇
宙
的
な
ろ
心
盤
と
…
菖
っ
て
ゐ
ま
す
。
是

れ
は
…
…
萬
有
を
綜
含
統
一
し
た
ろ
全
一
的
な
生
照
と
し
て
の
佛

で
あ
り
ま
す
」
三
頁
∵
、
一
、
さ
て
宇
多
…
切
の
も
の
が
受
認
無
碍
の

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
天
地
は
一
元
で
あ
．
つ
て
、
此
の
宇
雷
的
ご
兀

が
物
質
、
精
好
、
生
物
、
無
生
物
と
云
．
幽
や
う
に
分
化
し
て
見
え
る

に
愚
ぎ
ぬ
云
々
L
（
八
頁
）
、
一
，
此
説
に
依
れ
ば
無
明
も
亦
照
臨
で
、
環

妄
不
二
と
云
ふ
高
次
次
考
へ
で
、
縁
起
観
獲
達
の
最
終
に
位
す
る

も
の
で
あ
る
。
私
は
之
な
脚
力
縁
起
と
云
、
諭
て
る
る
。
こ
の
佛
力
は

灘
と
高
富
的
府
及
無

贋
に
し
て
獺
な
る
も
の
で
あ
っ
て
不
思
議
に
請
法
を
縁
趙
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
元
絶
讃
の
展
縮
を
宇
雷
的
嬢
と
云
・
勘
の

で
あ
り
ま
す
」
（
＋
二
頁
）
、
「
華
嚴
の
毘
慮
二
郷
癩
來
と
云
、
幽
も
貢

欝
の
大
獅
麹
來
と
言
・
幽
も
叉
法
華
輝
に
久
永
費
成
の
佛
と
云
ふ
も

皆
こ
の
佛
を
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
」
三
＋
一
頁
）
等
と
し
て
麗
を
教

と
塾
せ
し
宅
居
り
、
業
、
蟹
新
論
L
（
趨
に
墜
、
若
畜

が
太
古
洞
然
…
昂
る
眞
察
の
．
中
に
断
に
捌
造
せ
ら
れ
た
り
と
假
絶
せ

ば
．
弄
は
無
よ
り
宥
を
生
じ
始
り
と
の
臆
断
に
し
て
帳
入
が
経
験
の

許
非
、
誉
る
所
で
あ
．
る
、
．
叉
未
來
に
選
り
て
宇
草
場
象
の
虚
無
に
灘

す
べ
き
営
養
あ
り
と
假
定
せ
ば
弄
は
有
を
滅
し
て
無
な
ら
し
む
博

し
と
の
予
想
に
し
て
吾
入
が
知
識
の
許
さ
“
る
厨
で
あ
る
。
…
…

次
に
宇
宙
環
象
は
三
間
に
渉
り
て
一
切
、
噸
に
逓
満
し
つ
・
あ
る
」

と
あ
っ
て
有
の
「
固
定
化
」
が
極
め
て
明
か
で
あ
る
A
第
二
章
と
．
岡

田
墨
、
概
論
し
も
亦
尉
楼
で
あ
っ
て
、
「
六
大
豫
起
論
に
護
り
て
は
、

藩
学
の
思
想
的
、
宇
宙
論
が
宗
教
的
考
察
に
縛
じ
、
而
し
て
人
予
約

本
職
観
を
試
む
る
に
駆
り
し
こ
と
は
、
大
な
る
…
癌
化
と
云
は
ね
ば

な
ら
ぬ
．
、
こ
れ
輝
の
本
鱒
凝
と
殆
ど
箕
、
の
傾
向
を
一
に
す
る
も
の

で
あ
る
「
…
（
一
六
二
質
）
、
…
、
從
っ
て
原
始
佛
教
の
大
毒
轟
を
縄
署
せ
ん

九
一
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哲
學
研
究
茅
纂
瓢
欝
八
十
號

と
努
力
す
る
灘
墨
は
…
…
法
界
線
起
叉
は
六
大
緻
趙
の
癩
く
、
性

起
論
的
に
本
雛
と
現
象
と
の
關
係
を
詮
き
、
砺
も
法
界
縁
趨
論
の

鋪
く
、
其
事
係
を
翠
に
理
智
約
に
催
す
し
て
、
六
大
縁
起
論
の
撫

く
入
絡
紛
宗
教
的
に
考
ふ
る
黙
は
、
縁
起
論
教
系
中
の
頂
き
を
究

む
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
云
々
」
（
言
書
三
章
と
す
る
、
、
こ
れ

に
反
し
て
第
二
類
の
入
は
本
来
的
な
灘
家
で
あ
っ
て
、
灘
の
無
駒

特
色
を
充
分
誌
識
す
る
ま
．
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
嚴
密
に
「
教
」

と
比
較
鮒
照
す
る
こ
と
を
せ
す
し
て
、
唯
大
ま
か
に
或
は
大
局
（
佛

教
と
し
て
の
本
質
要
灘
）
の
上
か
ら
大
観
し
て
、
こ
れ
を
…
、
一
致
」

と
な
す
も
の
で
あ
る
　
儲
ら
る
・
・
如
く
灘
家
は
通
贈
「
纒
」
と
「
教
」

と
の
賊
…
別
ゆ
ぜ
融
雪
さ
で
毛
緯
〃
晶
以
て
屯
磁
に
「
、
教
」
な
る
か
に
考
へ
、
又
「

他
方
「
経
の
文
字
は
月
（
灘
の
宗
旨
）
を
指
す
指
」
な
り
と
し
て
経
を

灘
に
惟
一
せ
し
め
て
量
る
、
喫
し
て
こ
れ
等
を
総
て
潟
一
隅
陀
に

灘
つ
と
な
す
の
で
あ
る
。
然
る
に
「
纏
」
（
大
乗
諸
経
）
は
實
は
遙
か

後
世
ド
ヒ
趣
め
て
多
く
の
入
に
よ
っ
て
次
ギ
・
ノ
、
に
熱
論
ざ
頒
へ
・
b
れ

池
一
種
の
【
、
文
學
し
で
あ
り
（
銀
衡
的
な
「
論
」
で
は
な
い
）
、
一
、
教
」

は
そ
の
煽
る
日
経
に
塞
い
て
論
理
的
．
に
塾
備
せ
ら
れ
頭
「
論
」
で
あ

る
。
故
に
「
経
」
（
一
切
経
）
に
は
殆
ど
佛
教
の
あ
ら
ゆ
る
思
想
が
見

N、

九
二

出
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
が
（
罫
紙
無
秩
序
で
あ
り
、
畠
己
矛
盾
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

が
あ
り
と
し
て
も
）
、
「
教
」
は
幽
し
も
左
襟
で
は
な
い
（
そ
の
特
色

と
す
る
教
旨
内
容
は
通
常
甚
だ
限
ら
れ
丸
も
の
で
あ
る
）
。
か
く
の

郷
く
「
経
」
堂
、
教
」
と
は
共
に
醐
一
沸
陀
か
ら
出
で
滞
る
も
の
で
も

無
く
、
亦
内
容
上
も
互
に
異
り
得
る
の
で
あ
る
ワ
今
無
の
思
想
に

就
い
て
こ
れ
を
見
る
に
、
「
纏
」
（
一
儲
経
）
の
中
に
は
「
佛
数
法
身

姫
若
虚
察
、
要
物
現
形
癩
水
中
月
」
（
金
光
明
経
）
等
の
如
き
難
字

が
あ
っ
て
、
無
恩
想
ル
．
雷
表
せ
る
も
の
と
し
て
引
照
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
（
三
元
正
法
眼
点
都
機
）
、
天
台
華
墨
等
の
「
教
」
の
数
義

に
於
て
は
無
患
想
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
（
荊
蓮
）
。
ま
た
経
と

曜
と
の
間
に
就
い
て
も
、
　
｝
切
経
が
皆
等
し
く
認
じ
月
（
灘
の
要

旨
）
を
指
し
て
み
る
と
は
限
、
ら
す
、
ま
酒
税
る
“
緯
が
純
粋
完
粂

に
縄
の
要
鴇
を
論
魅
し
て
み
る
の
で
も
な
い
（
若
し
か
く
の
拙
く

で
あ
れ
ば
別
に
「
聖
職
の
大
成
」
を
待
つ
必
要
も
無
い
澤
で
あ
る
）
。

唯
多
く
の
経
の
中
に
縄
の
教
旨
を
示
す
（
書
誌
上
は
示
唆
）
激
・
句
が

見
受
さ
る
と
言
ふ
迄
で
あ
る
（
一
、
纏
の
交
宇
は
月
を
指
す
指
し
と
雷

ふ
の
は
か
・
ろ
晋
…
喋
で
あ
．
・
b
・
フ
と
誤
万
へ
・
り
れ
る
）
。
（
灘
は
「
二
切
経

を
所
依
と
す
る
と
共
に
亦
一
切
経
を
所
蟹
と
し
な
い
。
し
）
然
ら
ば



　
　
繹
は
Q
教
」
と
岡
じ
く
）
腿
系
的
に
「
経
」
か
ら
純
化
し
、
皇
神
し
カ

　
　
も
の
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
．
．
か
く
の
周
く

　
　
「
経
」
と
「
凹
し
と
は
直
に
岡
一
で
無
く
、
叉
維
と
灘
と
も
洞
一
で
は

　
　
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
「
教
」
と
灘
と
は
其
戯
に
充
分
頻
異
し
得
る

　
　
の
で
あ
・
る
。
、

　
　
　
最
後
に
教
と
灘
と
は
無
患
想
の
黙
に
於
て
は
上
蓮
の
如
き
報
異

　
　
が
あ
．
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
佛
教
本
來
の
申
心
的
教
旨
（
塞
、
佛

　
　
性
、
生
死
．
解
腕
等
々
）
に
於
て
は
婦
等
の
翻
異
を
見
な
い
と
言

　
　
ふ
こ
と
が
、
亦
恐
ら
く
教
灘
一
致
を
唱
へ
し
め
る
有
力
な
る
理
慮

　
　
ゆ
ぜ
（
仏
跡
9
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
、
（
例
へ
ば
薪
弼
軸
心
闘
一
旗
は

　
　
「
夢
中
愚
答
潔
し
隻
、
醐
、
敦
の
申
に
或
は
心
地
と
談
じ
、
或
は
擁

　
　
性
と
申
す
は
本
分
の
掘
地
と
い
へ
る
に
こ
と
な
れ
り
や
。
答
、
教

　
　
贋
も
了
義
の
大
照
に
談
ず
る
と
こ
ろ
は
瑚
な
ら
す
、
し
か
れ
ど
も

　
　
勢
門
は
一
念
の
無
明
起
れ
る
上
に
か
り
に
衆
生
、
佛
の
わ
か
れ
鵬

　
　
る
慮
に
つ
い
て
し
ば
ら
く
心
地
を
談
じ
佛
性
を
論
ず
。
こ
の
故
に

　
　
灘
門
に
生
業
い
ま
だ
わ
か
れ
ざ
る
所
を
本
分
の
田
地
と
串
に
は
詞

　
　
じ
か
ら
す
、
竿
入
此
本
分
の
田
地
に
翻
嘱
せ
ば
教
門
に
談
ず
る
燧

御
　
の
佛
性
、
心
地
、
麹
來
藏
、
虞
如
法
性
等
乃
至
凡
夫
解
見
の
由
河

　
　
　
　
　
　
　
輝
と
蟹
商
的
有
及
無

大
地
、
草
木
瓦
肩
に
い
弛
る
ま
で
皆
こ
と
ん
、
く
本
分
の
田
地
な

る
べ
し
、
必
ず
し
も
本
分
の
田
地
と
い
へ
る
名
沼
を
貴
ぶ
べ
き
に

は
あ
ら
す
。
」
「
閥
、
教
の
中
に
も
沸
の
翻
も
な
く
、
衆
生
の
翻
も

な
し
と
談
ぜ
り
、
騨
宗
に
生
沸
い
ま
だ
わ
か
れ
ざ
る
・
瀬
と
い
ふ
に

講
じ
か
ら
す
や
Q
答
、
教
の
中
に
凡
聖
の
朝
な
し
と
零
す
は
凡
聖

わ
か
れ
た
る
嘘
に
つ
い
て
其
鰹
性
の
無
剣
な
る
こ
と
を
談
ぜ
り
、

湖騨

@
に
生
壁
已
前
と
申
す
は
継
受
に
あ
．
ら
・
す
、
其
々
の
似
た
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

以
て
灘
教
同
と
は
噂
す
べ
か
ら
す
」
等
と
し
て
教
灘
の
相
異
を
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

め
乍
ら
、
ま
彊
詞
時
に
教
灘
一
致
を
曝
、
沖
る
の
で
あ
ろ
。
類
似
の

事
は
他
に
も
見
寓
さ
る
・
の
で
あ
っ
て
、
鯛
へ
ば
道
元
縄
師
は
「
此

時
右
可
知
事
、
研
講
法
轄
我
、
我
縛
注
趨
、
我
能
縛
法
之
時
、
我

強
法
覇
也
、
見
境
薄
我
陰
野
、
法
喉
我
崩
也
、
佛
法
華
來
有
此
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

節
、
非
疋
嫡
膏
未
長
潮
云
々
」
．
「
い
は
ゆ
る
學
坐
沸
の
端
的
い
か

な
り
と
し
ら
ざ
る
に
墜
坐
佛
と
し
り
ぬ
。
正
嫡
の
免
孫
に
あ
ら
す

よ
り
は
い
か
で
か
藥
坐
灘
の
學
坐
聖
な
る
と
道
遇
せ
ん
。
…
…
し

る
べ
し
佛
優
麗
㍊
の
単
機
と
せ
る
は
、
こ
れ
坐
妙
な
の
と
い
ふ
こ

　
⑨

と
を
。
」
箏
．
と
し
て
教
鞭
の
蕪
を
認
め
乍
ら
、
他
方
常
に
教
灘
の
一

　
　
　
　
　
②

致
を
主
唱
す
る
．
）
荊
鞍
懸
の
如
く
急
難
直
接
の
「
経
趣
し
か
ら
患
遊

尭
三



鞭
學
概
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ぴ
　
へ
　
ゆ
　
ヘ
　
へ
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

40

@
し
て
、
鍵
騨
に
よ
っ
て
次
第
に
一
歩
一
歩
信
仰
の
世
界
を
建
設
（
構

【
f　

　
成
）
し
て
行
く
．
場
合
に
於
て
は
、
無
は
（
潔
己
直
接
の
纒
験
に
師
す

　
　
る
も
の
と
し
て
）
眺
め
て
露
要
臥
せ
ら
る
・
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

　
　
佛
教
の
郷
ぐ
始
め
よ
り
客
闘
的
に
法
身
法
牲
の
大
形
面
王
學
的
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
震
を
薦
堅
し
、
且
注
入
の
本
性
を
以
て
直
に
こ
の
大
法
身
な
り
と

　
　
な
す
も
の
に
於
て
は
、
小
さ
き
纒
入
の
生
減
の
郷
き
は
、
・
ぐ
れ
が

　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
教
的
で
あ
ら
ら
が
灘
的
で
あ
ら
う
が
殆
ど
禰
ふ
翫
で
は
な
い
の
で

　
　
あ
ら
う
。

　
　
　
①
以
上
灘
宗
建
魯
．
來
馬
琢
道
師
轡
二
一
一
三
、
二
冨
西
、
二
…
量
ハ
、

　
　
　
　
二
六
一
、
二
九
五
、
三
〇
七
頁
。
飛
設
の
工
め
日
課
を
那
ふ
）

　
　
　
②
　
ハ
日
覆
方
法
の
黙
は
兎
も
角
）
初
縄
逢
爵
の
数
旨
が
剃
に
他
大
乗
と

　
　
　
　
異
る
こ
と
の
無
い
こ
と
は
鈴
木
大
毛
（
「
捻
磨
の
灘
法
と
慰
想
其

　
　
　
　
他
」
）
、
境
野
折
嶺
（
「
支
那
沸
教
史
詔
」
）
氏
線
に
よ
っ
て
誌
唱
へ
ら
れ

　
　
　
　
て
る
る
○
裏
た
秘
本
文
三
郎
氏
需
工
臨
鍛
も
岡
襟
の
こ
と
を
承
す
。

　
　
　
　
（
ま
た
五
雛
門
下
に
は
紳
秀
の
如
き
蕩
足
を
掲
し
て
左
程
碧
し
い

　
　
　
　
特
色
を
け
兄
な
い
。
）

　
　
　
③
道
元
騨
師
譜
渤
坐
騨
、
俵
、
難
法
眼
裁
灘
騨
籏
、
常
翻
大
麟
坐
騨
用

　
　
　
　
心
記
、
白
撚
騨
藤
撹
羅
天
釜
等
々
。

　
　
　
④
四
無
色
完
、
滅
難
二
等
。

　
　
　
⑤
　
摂
本
編
款
原
始
磁
教
等
に
二
一
、
未
だ
後
世
の
如
匙
唯
心
論
の
無
か

　
　
　
　
つ
た
事
は
木
討
泰
賛
氏
（
原
始
佛
数
思
想
論
、
大
鍋
墨
教
隠
想
論
）

⑥⑦＠　（D　＠＠O

r

九
鴎

等
号
ノ
く
の
人
に
よ
っ
て
漕
驚
麹
せ
ら
れ
て
る
る
。

難
語
は
逓
二
子
韓
緯
…
の
｛
避
擁
（
鄭
ち
「
譜
こ
の
理
を
細
…
か
く
曾
バ
’
際
に
糠
…

用
す
る
）
の
意
に
罵
ひ
ら
れ
て
る
る
糠
で
あ
る
が
、
為
人
は
此
慮

に
こ
れ
を
か
盈
る
意
昧
に
絹
ふ
る
こ
と
が
患
護
る
と
思
ふ
。

創胃

ﾖ
げ
P
轟
ハ
撫
臓
境
澁
　
「
古
よ
り
面
々
権
演
κ
本
甲
丁
忽
億
四
へ
、
　
等
々
密
に

塞
心
を
付
す
」
、
一
，
心
亙
れ
危
、
性
是
れ
王
、
王
心
地
の
上
に
居
す
、

挫
三
九
ば
王
在
9
性
去
れ
ば
王
無
し
、
栓
左
’
れ
ば
身
心
存
し
、
性

毛
江
ぱ
身
心
婆
す
云
々
」
、
三
二
簿
心
法
要
、
道
発
正
法
膜
藏
（
古

佛
心
、
三
界
唯
心
▽
、
整
山
僚
光
録
（
第
＋
瞬
剥
「
あ
ら
は
る
工
時

亀
一
熱
を
も
添
へ
ず
、
か
く
る
気
晦
も
一
瑠
を
亀
う
し
な
は
ず
、

豪
渋
を
玉
成
し
て
此
の
身
と
す
、
萬
法
を
沢
絶
し
て
｝
更
に
　
心
と

説
く
云
々
」
）
二
毛
騨
都
心
記
、
白
賑
濾
羅
天
釜
儀
さ
る
程
に
妙
法

の
一
心
ぱ
展
る
重
ん
ば
ヤ
ガ
法
界
な
旨
旨
し
、
牧
－
る
期
ん
ば
無
念

熱
心
の
自
性
、
に
鍬
．
す
云
々
」
）
等
々
G

輝
宗
二
二
八
九
闘
、
九
二
一
、
頁
。

同
　
　
　
二
歩
ニ
、
九
二
八
、
九
二
七
、
九
五
～
頁
等
。

激
鶯
兀
蝋
縛
い
陣
「
鉦
砿
児
絹
屋
佳
零
」
∴
第
七
＞
o

正
法
隈
鐵
坐
讃
譲
。

弼
　

佛
教
、
二
二
、
沸
繕
等
。

三

次
に
か
く
縄
は
｝
妨
萬
法
が
無
に
隠
し
業
無
、
ム
⇔
患
現
す
と
な

す
の
で
あ
る
が
．
然
ら
ば
そ
の
無
は
素
朴
約
な
る
無
以
三
更
に
（
概



？載

念
約
に
）
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
は
先
づ
【
、
虚
無
！
で
は

あ
O
得
な
い
、
飼
と
な
れ
ば
大
乗
に
継
て
は
虚
…
無
は
一
輩
断
」
と
し

て
、
有
の
「
常
」
と
共
に
常
に
否
定
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
さ
て
れ
は
所
謂
無
鴬
法
眼
法
身
と
し
て
…
早
な
る
動
ヵ
鶴
を
な
す

の
み
で
も
な
い
．
そ
は
更
に
質
料
的
或
考
を
舎
む
も
の
と
し
て
患

樵
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
放
と
な
ら
ば
今
一
切
民
法
が

無
（
皆
無
）
に
卜
し
九
ろ
場
合
に
、
年
忌
ε
は
再
び
萬
法
と
し
て
竣

は
れ
出
つ
る
詣
る
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
其
慮
に

は
僻
単
占
料
る
沖
広
則
円
以
外
夏
’
に
質
料
的
訊
妬
或
者
．
か
眠
々
へ
・
b
る
Σ
。
か
至
管
田

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ば
そ
れ
は
當
然
前
論
文
の
所
謂
實
有

的
無
（
略
し
て
賓
無
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ら
れ
る
、
今
こ

れ
を
轟
久
献
附
に
m
兄
る
に
、
…
糊
へ
ば
説
元
正
法
眼
戴
由
水
経
、
螢
由
椀
肝

光
録
第
十
四
期
（
細
節
諮
⑦
）
の
如
き
は
最
も
明
か
に
こ
れ
を
示
す

も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
（
ま
九
榮
由
の
免
解
「
黒
漆
蹴

得
主
筆
走
」
と
か
、
大
毒
國
師
法
語
、
抑
も
諸
の
物
を
納
め
た
る
典

　
　
イ
；
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

心
は
何
に
蕉
る
ぞ
、
難
ぬ
る
に
総
て
行
き
方
な
き
沓
な
り
」
等
も

亦
此
事
を
言
ひ
表
は
す
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
）
唐
墨
に
て
は
盤

由
轡
積
の
「
心
月
孤
絶
、
光
呑
萬
象
、
光
非
粘
腰
、
驚
動
非
存
、
光
鏡

　
　
　
　
　
騨
と
鍛
有
的
有
及
無

爵
亡
、
愛
糞
惣
心
懸
靴
囎
）
、
投
孟
慈
婆
師
「
霧

問
、
月
計
閲
時
如
何
、
師
云
呑
却
ご
一
箇
鶴
箇
、
櫓
臼
縄
後
如
何
、

師
謹
書
蕎
八
箇
至
聖
）
、
曇
峰
示
衆
云
、
鼻
璽
束

古
鏡
礪
一
丈
、
世
界
踊
一
尺
、
古
鏡
闊
｝
尺
㍉
臨
接
沙
藁
火
櫨
云
、

豆
道
火
燃
闊
多
少
、
雪
峰
蝋
燭
宵
鏡
闊
、
玄
沙
云
老
郵
樹
脚
眼
未

騰
麟
講
鞭
舗
輔
擬
鍵
無
鷲

は
皆
こ
れ
で
な
い
か
と
思
．
幽
。
（
洞
山
菅
本
蜂
師
語
録
に
「
師
臼
く

郵
円
満
に
住
す
る
か
、
此
虚
先
に
住
す
る
か
、
霞
（
講
書
）
日
く
知

ら
す
、
適
評
く
運
座
と
し
て
か
知
ら
ざ
る
、
山
賎
く
我
入
天
よ
り

來
ら
す
、
師
U
く
和
博
聞
の
道
理
を
得
て
便
ち
此
の
山
に
佳
す
、

由
耀
く
、
我
爾
個
の
泥
牛
翻
っ
て
海
に
入
る
を
見
る
、
直
に
今
に
至

っ
て
挙
国
を
絶
す
」
と
あ
る
も
、
恐
ら
～
、
萬
法
の
一
十
一
罷
よ
り

更
に
實
無
に
説
き
及
ぶ
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
）
（
費
無
は
普
漣

の
意
味
或
は
素
朴
的
意
味
に
於
て
は
有
で
な
い
か
ら
、
無
と
需
は

る
・
の
で
あ
．
る
が
、
ま
鴬
そ
れ
は
虚
無
で
は
な
い
か
ら
他
の
意
味

で
有
と
も
雪
は
れ
得
る
，
故
に
實
無
は
有
で
も
な
く
、
亦
無
で
も

無
く
、
ま
た
詞
隣
に
有
で
も
あ
⇔
無
で
も
あ
る
。
）

九
五
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（
藪
　
に
尤
よ
り
「
歎
レ
に
曾
て
も
膚
無
の
憂
化
が
あ
⇔
、
ま
た
こ

れ
に
就
い
て
「
愚
管
不
嫁
」
、
「
不
生
不
滅
」
の
思
辮
或
は
理
念
が
あ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
或
は
右
の
麹
き
饗
無
の
考
へ
が
全
く
無
い
と

は
欝
ひ
得
な
い
で
も
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
躍
な
る
悪
辮
或
は
理
念

の
み
で
は
そ
れ
が
果
し
て
如
何
な
る
形
に
於
て
然
る
や
が
明
瞭
で

無
く
、
認
識
論
画
論
だ
充
分
確
實
な
る
も
の
し
妄
μ
．
ぐ
｝
と
は
嵩
來

な
い
で
あ
ら
・
り
と
考
へ
・
ら
れ
る
。
覇
伐
に
由
詠
剛
鶴
㎝
激
晶
…
の
駕
」
に
は
「
心
復

次
に
萬
物
生
無
し
。
何
と
な
れ
ば
世
間
覗
見
の
故
に
宜
、
世
聞
眼
見

に
劫
初
穀
聖
せ
す
、
何
と
な
れ
ば
劫
初
の
穀
を
離
れ
て
今
の
穀
得

べ
か
ら
す
、
若
し
劫
初
の
穀
を
離
れ
て
介
の
穀
あ
ら
ば
、
期
ち
生

有
る
可
し
。
砺
か
も
費
に
は
爾
ら
す
。
是
の
敏
に
不
幸
な
り
。
問

う
て
口
は
く
、
若
し
不
生
な
ら
ば
期
ち
滅
な
る
擁
し
。
答
へ
て
日

は
く
、
不
減
な
り
。
何
と
な
れ
ば
世
聞
潮
見
の
放
に
。
世
間
離
見

に
劫
初
穀
減
せ
す
。
若
し
滅
せ
ば
介
の
穀
有
る
べ
か
ら
す
。
弼
か

も
實
に
は
穀
右
む
。
是
の
故
に
不
滅
な
り
。
問
う
て
日
は
く
、
薄
し

ス
・
滅
（
争
ら
ば
礎
巾
な
る
無
し
。
梵
儲
へ
て
日
は
く
不
謄
巾
な
・
り
Q
：
：
：
職
秋

芽
の
酵
は
種
は
期
ち
攣
壌
す
る
が
魏
し
，
…
…
不
隣
な
り
。
澱
從

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

り
芽
有
う
が
如
し
。
…
…
剥
し
断
な
ら
ば
朝
騙
す
べ
か
ら
す
「
…
等
と

九
六

あ
っ
て
賓
的
に
麟
．
謹
せ
ら
れ
て
居
り
、
叉
坑
需
に
於
て
は
要
素
の

六
左
が
圖
解
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
實
際
右
瀞
「
懸
定
化
」
す

る
立
場
に
於
て
は
、
葡
論
文
所
湛
の
如
く
、
要
素
の
「
不
着
」
は
普

遍
的
に
は
謹
明
し
得
ら
れ
ざ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
た
他
方
宥
無

の
磁
化
は
上
記
諸
職
に
於
て
見
る
戦
く
、
要
素
の
「
常
」
を
以
て
識

明
す
る
が
或
は
よ
の
漣
當
或
は
容
易
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
然
ら
ば
愚
慮
に
は
費
無
は
甚
だ
認
め
難
い
も
の
と
な
る
。
薦

洋
の
右
的
．
哲
學
に
於
て
・
も
古
代
獄
來
早
々
な
る
不
生
不
滅
が
患
辮

せ
ら
れ
江
こ
と
は
媛
く
知
ら
れ
て
み
ろ
こ
と
で
あ
る
、
、
而
し
て
有

無
の
礎
化
を
説
明
せ
ん
と
す
る
「
不
生
不
減
」
は
物
理
學
に
於
て
は

終
に
｝
で
掛
入
ギ
ー
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
哲
學
に
於
て
は
奥
義
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
北
嶺
．
識
、
希
騒
ミ
レ
；
ト
ス
…
學
派
等
の
如
く
、
一
要
素
が
他
の
要

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

素
に
…
攣
化
す
と
や
る
こ
と
は
繰
験
事
物
に
反
す
二
ω
こ
と
で
あ
る
か

・
ら
、
小
　
架
右
図
、
晶
勝
弥
礁
、
エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ス
乃
棄
マ
ッ
ハ
細
川
の
娘
’

き
「
積
算
．
目
し
の
機
械
的
、
読
癖
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此

碗
に
は
網
依
窟
倹
の
因
縁
驕
係
が
無
傷
せ
ら
れ
る
外
に
、
婆
素
の

察
覇
約
一
飛
去
飛
來
と
言
、
謎
奇
怪
。
か
瀞
｝
け
得
ら
れ
な
い
、
）
か
く
し
て

終
に
端
的
、
な
實
無
の
思
想
に
到
浴
す
る
に
至
る
の
で
あ
．
る
と
考
へ



7－13

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
）

　
右
の
郵
く
繹
に
は
實
無
の
思
想
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
多

く
の
衆
生
を
含
む
全
蔑
如
法
界
は
或
る
部
分
に
於
て
は
有
と
し
て

現
象
し
て
居
り
、
ま
池
配
る
他
の
部
分
に
於
て
は
（
死
或
は
睡
り

に
よ
っ
て
）
實
無
と
し
て
無
化
し
て
み
る
所
が
あ
る
と
せ
ら
歪
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
毒
へ
ら
れ
る
。
然
ら
ば
そ
れ
は
薗
論
文
の
「
、
信

仰
の
世
界
」
と
全
く
岡
じ
で
あ
る
．
（
断
ち
眞
如
法
罪
は
有
で
も
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

く
、
ま
頭
町
で
も
無
く
、
言
は
“
蕪
で
あ
る
。
）
彼
の
夢
窓
國
．
師
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

一，

V
羅
夜
乍
に
“
頭
明
な
り
」
と
か
、
柏
樹
軒
制
海
蕪
蒸
弼
の
…
、
東
出
絶

頂
入
難
到
、
到
者
肇
雲
饗
霧
通
、
口
暮
平
臥
傘
輪
月
、
南
村
明
分

北
村
朧
」
等
と
需
．
漣
は
か
く
の
如
き
事
を
需
．
幽
も
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
（
從
っ
て
大
慮
亡
師
法
語
に
「
世
界
國
土
未
だ
顯
は
れ
す
、

佛
野
臥
座
界
未
だ
胴
れ
ざ
る
以
葡
、
此
心
猫
り
顯
は
れ
、
天
に
荊
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ち
地
に
繭
だ
ち
、
古
に
光
り
今
に
輝
く
」
と
し
て
法
身
佛
性
を
言

表
は
す
は
恐
ら
く
適
鴬
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
）

　
①
　
騨
宗
墾
典
七
鷺
○
頁
Q

OCD＠
以
上
滋
元
正
法
眼
藏
都
機
、
古
鏡
、

國
課
大
弐
総
論
部
第
五
巻
。

夢
中
閃
影
集
末
尾
Q

灘
と
蟹
有
約
有
及
無

差
華
、
凶
水
灘
に
引
照
。

　
⑤
　
大
臆
國
師
法
語
へ
騨
宗
禦
典
七
二
七
頁
る

　
　
　
　
四

　
次
に
繹
は
か
く
無
ゆ
、
2
唖
特
色
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
濾
常
縄
宗
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

言
は
る
・
無
は
常
に
必
し
も
適
適
の
無
（
も
の
・
無
い
こ
と
）
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

課
す
み
も
の
で
ほ
無
く
、
時
に
．
否
甚
だ
屡
々
室
（
有
の
塞
な
る
こ

　
　
　
、
　
、
、
、
　
　
　
　
①

と
部
ち
有
り
方
の
塞
で
あ
る
こ
と
）
が
意
味
さ
る
・
事
は
暗
く
知

、
璽
」
ゐ
・
り
．
．
美
、
で
あ
．
。
。
（
蔵
鴫
槻
冒
、
順
当
家
譜
更
況

靴
）
答
B
、
沸
性
塞
故
、
所
以
露
無
帽
、
「
法
身
壁
了
無
一
物
綜
、
…
、
謹

　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

費
相
同
κ
法
」
、
　
、
疋
三
唱
、
無
中
有
一
読
躍
’
埃
に
、
般
若
心
経
の
無

等
は
段
ち
こ
れ
で
あ
る
。
「
蛋
滅
々
巳
、
寂
滅
儒
樂
』
と
言
ふ
場
合

に
も
多
く
は
塞
が
意
味
さ
る
・
の
で
あ
る
。
）
然
し
此
場
合
に
於
て

も
そ
の
塞
は
、
多
く
は
「
無
く
な
る
が
故
に
」
察
（
無
霞
推
）
な
の
で

あ
る
．
糠
ち
そ
の
零
ぼ
無
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
て
み
る
の
で

あ
る
。
（
唯
心
論
系
縁
起
論
廉
に
て
は
「
話
法
は
夢
幻
の
如
く
な
る

が
敏
に
案
」
と
せ
ら
る
Σ
の
で
あ
る
が
、
此
慮
に
は
無
と
な
る
が

故
に
室
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
）
「
湖
依
相
倹
」
の
察
を
胃
ふ
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

合
に
も
、
輝
に
於
て
は
常
に
（
諸
法
の
）
心
と
の
梱
依
隠
係
が
溢
意

せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
ま
元
直
に
心
の
無
盤
と
共
に
…

九
七

P
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蘇
寵
　
第
二
百
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十
號

切
諸
法
の
無
窮
雌
器
が
意
味
さ
れ
る
の
で
あ
る
．
か
く
し
て
輝
は

心
に
よ
っ
て
、
諸
法
は
「
無
く
な
る
が
故
に
室
」
で
あ
る
と
詰
芦
ふ
こ

と
と
、
「
相
綾
三
三
で
あ
る
が
放
に
室
し
で
あ
る
と
露
ふ
こ
と
と
の

　
　
　
　
　
へ
ほ
へ

二
義
を
而
時
に
實
籍
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
激
論
に
於
て
も
、
〔
，
教
－
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

が
「
右
」
を
彗
周
定
化
し
し
て
室
と
し
て
面
相
依
梱
倹
」
の
窒
を
論
謹
す

る
の
と
葵
い
に
警
を
異
与
る
の
で
あ
る
（
前
論
文
参
照
）
・
教
が

塞
を
專
ら
論
讃
す
る
に
欝
し
て
、
騨
は
端
的
に
．
窒
を
實
鐙
す
る
の

で
あ
る
り
（
此
意
味
に
於
て
脚
の
室
は
原
始
佛
教
の
年
層
に
潤
る
も

の
と
も
霊
ふ
こ
と
が
幽
來
る
の
で
あ
ら
う
．
）
教
に
於
て
も
元
よ
り

塵
事
に
よ
っ
て
…
部
の
塞
は
實
寵
す
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
が

ヘ
　
へ一

切
諸
法
の
零
は
實
．
嘱
す
る
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
箭
論
客
し

（
有
が
か
く
塞
な
る
の
故
に
無
と
晶
薪
は
る
＼
と
共
に
、
そ
れ
は
ま
た

虚
無
で
は
な
い
か
ら
や
は
O
右
と
曽
は
れ
る
。
然
ら
ば
右
も
亦
有

弓
、
も
無
く
亦
無
で
も
無
く
、
ま
溌
墨
時
に
有
で
も
あ
6
亦
無
で
も

あ
る
と
言
は
れ
得
る
。
有
無
の
語
は
常
に
か
く
の
如
く
交
叉
す

る
。
）

①

窪
は
時
に
笙
鋤
蝋
型
は
窪
劫
な
ど
と
し
て
磁
猟
餅
｛
き
こ
と
）
の
意
味
に

も
那
ひ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
膏
人
は
こ
れ
を
か
く
無
と
慮
製
し

CD　（Eb　＠

九
八

て
掘
ふ
る
の
で
あ
る
〔
箭
論
謹
選
覧
簾
無
礎
照
）
。

道
元
正
法
眼
藏
野
性
に
引
照
。

永
嘉
大
師
詮
滋
歌
。

こ
の
無
が
懸
三
王
の
義
に
解
さ
れ
て
癬
る
こ
と
に
就
い
て
は
、
大

内
青
欝
　
，
輝
駐
留
翼
U
、
秋
野
孝
道
氏
「
騨
要
五
位
設
講
話
扁
、
慮
織

等
樹
氏
轟
の
論
理
的
象
徴
的
野
墓
（
哲
學
難
詰
第
六
〇
轟
↑
＋

號
～
等
搬
〆
照
し

五

　
無
に
就
い
て
は
ほ
ゴ
坦
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
次
に
費
有
的
有

の
思
想
に
就
い
て
は
如
何
と
雷
ふ
に
、
言
ふ
迄
も
無
く
輝
は
大
乗

佛
教
の
｝
派
と
し
て
洞
じ
く
法
身
佛
性
を
霧
雨
し
、
ま
た
鋸
盤
を

　
　
ヘ
　
へ

し
て
直
に
こ
れ
と
両
一
不
二
な
ら
し
め
る
。
邸
ち
衆
生
．
は
各
日
蹴

に
（
凡
聖
を
超
越
す
る
）
法
身
興
、
者
で
あ
っ
て
、
滋
元
灘
師
の
所
謂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

…，

齒
M
走
盤
の
肖
己
」
た
る
古
鏡
で
あ
る
。
放
に
其
慮
に
は
蔚
論
女

の
如
き
中
間
的
な
實
お
的
有
を
兄
萬
す
こ
と
が
海
藻
な
い
。
（
蔵
録

に
自
の
本
牲
、
自
性
等
と
言
．
幽
は
、
総
て
法
身
法
牲
佛
性
を
意
味

す
る
の
で
あ
っ
て
、
實
有
的
有
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
元

よ
り
衆
生
に
は
凡
夫
菩
薩
の
祁
異
が
あ
り
、
沸
に
も
大
佛
小
佛
が

　
②

あ
り
と
せ
ら
れ
る
の
で
は
あ
・
る
け
れ
ど
も
、
皆
そ
の
水
膿
は
直
に
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同
一
の
佛
性
と
せ
ら
れ
る
。
永
仁
大
師
謹
道
歌
に
「
諸
佛
法
身
入

我
性
、
我
姓
蓬
與
如
來
合
」
等
と
あ
．
る
も
別
に
實
右
的
有
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
。
）
蓋
し
蘭
論
文
に
於
て
は
直
接
繹
．
験
詮
の
立

場
か
ら
、
‘
極
め
て
官
報
に
先
づ
自
己
の
存
窪
暮
露
へ
、
然
る
後
他

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

入
の
實
在
を
二
吹
的
に
患
惟
．
落
仰
し
て
．
行
く
所
か
ら
、
自
己
の
、
経

験
」
の
直
接
的
基
礎
と
し
て
實
有
的
有
の
考
へ
が
必
要
と
な
り
、

ま
た
重
三
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
縄
の
如
く
（
か
・
る
方
法
論

上
の
手
蒼
き
を
取
る
こ
と
無
く
）
最
初
よ
り
他
入
の
存
在
を
猫
断

し
て
、
直
に
こ
れ
を
含
む
大
法
性
界
を
考
ふ
る
も
の
に
於
て
は
、

必
・
し
も
自
己
に
直
接
の
法
性
鵠
自
姓
1
1
．
實
右
的
有
を
必
要
と
せ
す

し
て
、
直
に
（
簡
輩
の
た
め
）
側
近
…
罷
な
る
大
法
蛭
雰
（
沸
性
）
が

（
…
切
の
原
論
と
し
て
）
思
惟
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ

る
Q
然
る
に
薙
に
「
憩
流
心
す
・
“
へ
き
こ
と
は
「
、
醐
騨
に
於
て
≠
b
他
」
八
乖
小
と

詞
じ
く
「
業
」
が
假
定
せ
ら
れ
て
居
り
、
衆
生
．
は
各
自
こ
れ
に
よ
つ

て
大
法
姓
界
を
游
福
移
動
向
上
し
つ
・
あ
り
と
せ
ら
れ
て
る
る
の

で
あ
る
が
、
前
論
文
の
實
有
媒
介
は
恰
か
も
こ
の
業
の
位
地
に
來

る
も
の
で
あ
る
。
唯
業
が
（
猫
断
に
よ
る
）
不
可
知
な
る
原
理
で
あ

る
に
食
し
て
、
費
右
的
有
は
批
判
的
に
樹
立
さ
れ
江
法
身
的
な
實

騨
と
蜜
有
的
宥
茂
無

　
　
　
③

在
で
あ
る
。
、
而
し
て
猫
此
嘘
に
言
ふ
迄
も
無
い
こ
と
で
あ
る
が
、

實
有
約
有
を
か
く
個
別
的
に
考
．
蹴
る
こ
と
は
（
業
と
観
様
）
偶
等

「
霜
融
」
の
思
想
と
和
容
れ
ぬ
も
の
で
は
な
い
。
（
實
有
的
有
は
そ
れ

自
身
一
つ
の
察
身
で
あ
0
、
ま
穿
て
の
翻
冗
間
も
暖
に
屈
翻
翻
天

し
て
圓
融
無
恥
と
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
、
）

oo＠
道
尤
驚
法
眼
藏
古
鏡
し

隠
　
難
盤
山
色
、
唯
佛
與
佛
Q

業
へ
及
佛
性
）
を
批
鋼
し
、
ま
た
費
有
的
有
を
熔
密
に
信
仰
の
大
世

界
に
位
亀
付
け
る
こ
と
は
「
信
仰
形
｝
冊
上
思
ご
の
課
題
で
あ
る
o

as－m

IX

　
縄
と
教
と
は
無
の
描
に
於
て
翻
会
す
る
こ
と
蹴
上
述
ぶ
り
、
3
が
傭

く
で
あ
る
が
、
働
事
か
ら
ま
た
晦
者
は
種
み
、
の
灘
に
於
て
報
異
を

見
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。
郎
ち
（
イ
）
輪
廻
は
教
に
於
て
は
有
の
世

墨
（
時
欝
の
準
弼
）
に
於
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
鐸
に
企
て
は

費
無
の
救
界
に
（
正
し
く
は
前
記
兼
の
世
界
に
）
有
渋
し
無
化
し
つ

Σ
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
（
ロ
）
法
身
、
耐
性
、
湿
彙
等
も
輝
に
於

て
は
総
｛
（
M
貧
搬
嚇
）
の
深
み
を
加
へ
る
。
（
ハ
）
「
心
」
の
膏
脚
畷
。
か
異
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（
前
蓮
）
。
（
二
）
教
に
於
て
は
（
右
を
「
購
定
化
」
す
る
か
ら
）
一
堂
法

九
九
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哲
墨
丁
研
究
　
第
二
百
八
十
號
　
　
　
　
、
，

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

が
「
因
豫
よ
の
生
す
し
と
雷
ふ
こ
と
が
雷
ひ
得
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
が
（
前
論
文
第
五
節
漆
漉
）
、
警
於
て
は
こ
れ
が
暮
得
ら
れ
る
。
（
ホ
）

輝
に
於
て
は
（
そ
の
直
接
経
験
的
立
場
か
ら
）
幻
日
の
睡
眠
麗
醒
或

は
入
定
娼
定
等
が
亦
生
死
と
構
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
（
繹
で

は
常
に
「
大
死
」
．
「
蘇
生
」
等
の
語
が
用
ひ
ら
れ
、
華
藏
義
雲
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
八
十
一
年
生
死
々
生
の
語
が
あ
る
）
等
。
（
「
不
立
文
字
、
敏
外
溺

傳
」
或
は
「
鰍
」
等
の
表
現
上
の
特
色
も
恐
ら
く
教
旨
内
容
た
る
無

の
思
想
に
由
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
ら
う
。
Y

　
　
　
　
結
　
　
語

　
今
獄
し
の
考
察
に
よ
っ
て
得
た
る
結
果
を
概
括
す
れ
ば
大
凡
次

の
如
く
な
る
で
あ
ら
テ
，
郎
ち
（
一
）
灘
は
無
患
想
を
特
色
と
す

る
。
（
こ
の
黙
に
於
て
…
§
教
灘
∴
致
」
で
は
な
い
。
）
（
一
じ
灘
に
は
實

無
の
思
想
が
あ
る
。
（
遡
）
從
っ
て
沸
の
實
在
観
は
数
よ
り
深
い
。

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

よ
り
高
次
元
的
で
あ
る
。
（
佛
牲
法
身
等
の
語
は
詞
一
で
あ
る
が
、

　
　
　
ヘ
　
　
へ

灘
の
は
よ
む
深
い
實
在
で
あ
る
。
）
（
四
）
灘
は
室
を
基
礎
付
く
る
に

多
く
無
を
以
て
す
る
。
需
し
て
「
塞
し
を
も
無
と
辮
す
る
。
（
五
）
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
は
實
有
的
有
の
思
想
は
無
い
。
（
各
自
の
本
性
を
以
て
直
に
唯
一

の
佛
性
と
す
る
。
）
（
六
）
繹
は
（
方
法
的
に
も
亦
教
旨
上
に
も
）
佛
教

…
○
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

纒
験
論
（
「
如
實
知
見
」
、
「
逸
聞
親
書
の
故
に
」
等
）
の
哲
墨
的
に
最

も
嚢
達
し
た
も
の
で
あ
る
（
然
し
其
侭
に
は
猫
多
く
の
狸
噺
假
定

が
獲
留
す
る
）
等
。
（
繹
の
表
現
上
の
特
降
等
に
就
い
て
は
此
虚
に

考
察
せ
す
。
）

　
①
鱗
雲
撒
砂
（
騨
宗
裂
典
一
一
四
九
頁
）
。


